
空き家実態調査 現地調査結果のとりまとめについて 

 

１ 住宅以外の空き家の活用に関連すると考えられる項目について 

 ⑴ 平成２６年度に実施した空き家モデル調査（以下「Ｈ２６調査」という。）で空き家

であった家屋の状況について 

 ア Ｈ２６調査で空き家であった家屋の平成３０年度の調査結果は，以下のとおりで

あった。（グラフ①） 

  空き家のまま：５８．１％，使用中：３３．５％，解体又は建替え：７．３％ 

 

 ⑵ 空き家の立地について 

 ア 今回調査した空き家が立地している地域の用途地域は，以下のとおりであった。 

  （グラフ③） 

   住宅系：５９．９％，商業系：１７．２％，工業系：２１．７％ 

 イ 最寄りの鉄道駅又はバス停から空き家まで距離は，以下のとおりであった。 

  （グラフ④，⑤） 

 ・ 鉄道駅 ３００ｍ以内：１７．３％，３００ｍ～５００ｍ：２０．２％ 

       ５００ｍ～１ｋｍ：４５．９％，１ｋｍ～３ｋｍ：１６．６％ 

   ・ バス停 ３００ｍ以内：８０．１％，３００ｍ～５００ｍ：１８．８％ 

         ５００ｍ～１ｋｍ：０．９％，１ｋｍ～３ｋｍ：０．１％ 

 ウ エリアごとの鉄道駅からの距離について， 

   広域拠点エリアでは１キロ以上の空き家は０であったが，地域拠点エリアでは 

  ３．３％，日常生活エリアでは２０．８％，ものづくりエリアでは５３．３％が 

  １キロ以上であった。（グラフ④－２） 

 エ 接道している道路の幅について，軽自動車同士のすれ違い不可の道路（幅員２ｍ

～４ｍ）が５１．１％，軽自動車通行不可の道路（幅員２ｍ以下）が１７．１％で

あった。（グラフ⑥） 

 オ 空き家の敷地と道路との高低差について，等高（敷地と道路の高低差が３０ｃｍ

以内）が９７．７％であった。（グラフ⑦） 

 カ 空き家の敷地と道路の接続間口の幅について，２ｍ未満：４．３％， 

  ２ｍ～４ｍ：４７．４％，４ｍ以上：４８．３％であった。（グラフ⑧） 

 

 ⑶ 空き家の建て方等について（グラフ⑨，⑩） 

 ア 空き家のうち，一戸建てが６６．６％，長屋建てが３２．９％であった。 

 イ 空き家の用途について，専用住宅が８４．７％，店舗併用住宅が１０．２％，店

舗兼事務所が２．４％であった。 

 

 

 

 

 

 

資料２ 



２ 空き家を放置することに対する所有者の適正な負担（負担の増加等）に関連すると考

えられる項目について 

 ⑴ 空き家の管理状況について 

 ア 空き家のうち，管理不全状態が見られたものは，５５．１％であった。 

   また，Ｈ２６調査，今回の調査で共に空き家であったものでは，５７．７％に管

理不全状態が見られた。（グラフ②） 

 イ エリアごとの空き家に占める管理不全空き家の割合は，５エリアのうち，緑豊か

なエリアが６３％と一番高く，それ以外の４エリアでは約５５％であった。（エリア

別のグラフ②－２） 

 

 ⑵ ライフライン（グラフ⑪，⑫，⑬－１，⑬－３） 

 ア 電気メーターは，停止中：６４．１％，メーターなし：２４．８％， 

  稼働中：１１．０％であった。 

 イ ガスメーターは，停止中：４７．８％，メーターなし：４５．５％， 

  稼働中：６．７％であった。 

 ウ 水道は，閉栓中：３９．９％，閉栓されていない：６０．１％であり， 

  閉栓期間は，１年未満７．１％，１年以上５年未満３０．２％，５年以上１０年未

満３２．２％，１０年以上２０．５％であった。 

   ※ 管理不全空き家に限ると，水道閉栓されているものは４２．８％，そのうち

半数以上が５年以上閉栓（５年以上１０年未満：３４．１％，１０年以上： 

    ２２．８％）されていた。（グラフ⑬－２，⑬－４） 

 

 


